
 

市民連合と立憲野党の政策合意にあたっての

声明 

9 月 8 日、市民連合が要請した、衆議院選挙を戦う際の基本的な政策について、立憲民主党、

日本共産党、社会民主党、れいわ新選組の各党首がこれを受け入れ、本格的な野党協力の

体制を確立することができた。このことは日本の民主主義を回復するための貴重な一歩であり、

関係各位の努力と英断に深い謝意を表したい。また、各地の運動を通して野党に対して、小

異を残して大同につくよう倦まずたゆまず働きかけを重ねてきた多くの市民にも心より感謝し

たい。また、国民民主党には、野党と市民の協力に結集することを引き続き求めたい。 

 菅義偉首相は、自民党総裁選挙での再選が難しいと見るや、いち早く退陣を表明し、自民党

総裁選挙を華々しく行うことで、菅政権に対する国民の不満、不信をそらそうとしている。新型

コロナウイルスの危機をここまで深刻化させ、有効な政策を打てていないことは、菅首相個人

の能力の問題だけでなく、安倍晋三前首相以来の政権及び自民党の体質の帰結である。情

報を隠蔽し国民に虚偽を流布する、科学的知見を軽視し国民の声明よりも権力者のメンツや

利権を優先させる、建設的な対話を拒否し議会政治を無意味化する。これらの安倍、菅政治

こそが、今日の政治空白を作り出した。それゆえ、だれが首相になっても、これまでの自民党

政治の厳しい総括なしには、有効な政策を実行することはできない。 

 政策合意を機に、野党は政治の転換のために緊密に協力し、地域において市民もそれを支

えていくことを求めたい。安倍、菅政治が続いたために、死ななくてもよい人が何人亡くなった

のか、適切な医療を受けられないまま自宅で亡くなった人がどれだけ無念だったのかをかみし

めることから、衆議院選挙の戦いを始めたい。 

 この衆議院選挙は、野党側も政党ブロックを作り、小選挙区で政府与党対野党という二者択

一の構図を全面展開する初めての選挙となる。この政策合意は、国民本位の政治を実現する

ための第一歩である。我々が生命と生活を守るために、さらに、個人が尊重され、自由に生き

られる伸びやかな社会を作るために、我々は全力を挙げてこの選挙を戦い抜きたい。 
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